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　本市は，実り豊かな那珂台地と海の幸にܙまれた，水と緑にғまれたまちです。ૣ くから工業や

水産業を中心として多様な産業がࠜ付き，շదな都市環境が整備されるとともに，関東の中֩

常陸ߓ点としての役割が期待されているひたちなか地区においては，多くの企業が立地し，茨城ڌ

那珂ߓ区の整備が進むなど発展を続けています。常陸那珂ߓ区には国ߤࡍ路も数多く開設され，

国営ひたち海公園には多くの外国人観光٬も๚れるなど，世քにひらかれた交流ڌ点として発展

を続けています。

　一方，経済の長期低，少子高齢化の進展や家族形態の変化などにより市民の価観やライフ

スタイルは変化し，ニーズは多様化しています。本市においても，自治会加入率の低下に見られるよう

に，これまで地域社会を支えてきたコミュニティ機能の低下も生じてきています。その一方，東日本

大震災を経験したことにより，人と人の絆の大切さが見直され，家族や༑人との絆だけでなく，自分

の暮らすまちの人ʑとのつながりの重要性も再認識されています。

　本市が末Ӭく発展を続けていくため，本市の地理的優位性を活かして産業を活性化し，日ʑの

生活を支えるಇく場を確保するとともに，人ʑが絆で結ばれ，観光，教育，文化，スポーツなど様ʑな

分で交流を創出し，まちの活力を高めながら，将来を担う子どもたちがເと希望を抱き，末Ӭく

健やかに暮らすことのできるよう，自立と協ಇのもとに計画的にまちづくりを進めていきます。

　まちづくりの基本的な考え方に基づき，暮らしたくなるまち，暮らし続けたいまちをつくるため，

ひたちなか市の目指すべき将来都市像を

　この基本構想は平成28年度から平成37年度までの10年間を計画期間とし，基本構想の目標年度

である平成37年度における本市の人口を154,000人，世帯数を65,000世帯と想定します。

と定めます。

まちづくりの基本的な考え方

将来都市像

 人口・世帯の想定

1

2

3

基本構想
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　目指すべき将来都市像にଈしたߧۉある都市の形成を図るため，本市のܙまれた自然環境

と地域の特性を活かしたద正かつ合理的な土地利用を基本とします。

な生活環境を確保するために必要な地域については土地利用の規制を強化するとともྑ　

に，力的な土地利用が必要な地域については規制を؇和するなど，地域の実情に応じたきめ

。かな規制・誘ಋを図りますࡉ

　また，常陸那珂ߓ区や関東自動ं道の整備による物流の活発化やひたちなか地区のཹ保地

利用の進展などの変化を౿まえながら，ڷ土の発展につながる，自然環境との共生が可能な

५いとΏとりのある生活を営むことができる土地利用を促進します。

①都市的土地利用
　市街化区域については，環境の保全と自然との調和に配ྀしながら，市のまちづくり計画と

市街化の進展状況に応じた機能的でடংある土地利用を推進します。

　住居系地域については，安全でշదな५いのある生活環境を確保するため，公共施設の

整備や整然とした街並みの創出を図ります。土地区画整理事業の施行区域については，市民

生活の利便性を高める基幹となる道路の整備や雨水ഉ水対策，公共交通利用環境整備等を

重点的に実施し，市街地の利便性や安全性を高めるとともに，地区計画制度などの活用により，

டংある市街地環境の形成に努めます。

　商業系地域については，উ田駅前をؚめた中心市街地における商業機能の集積や中高層

住の建設などによる高度利用を促進し，に͗わいの創出を図るとともに，佐和駅及び那珂湊駅

を中心とする地区への商業・業務機能の誘ಋに努めます。

　工業系地域については，周辺環境に配ྀし，工場ෑ地内の緑化を促進するとともに，道路，

公共下水道などの基൫整備による利便性の向上を図ります。

②農業的土地利用
　農業の健全な発展を図るとともに，洪水や土砂่れの防ࢭなど農地の有する多໘的な機能

を有効活用するため，優ྑ農地の保全に努めます。

　また，土地改ྑ事業などの基൫整備により，農地の集約・大規化や集མの居住環境の整備

を推進します。

土地利用4

ʢ1ʣ基本తͳํ͑ߟ

ʢ�ʣ土地利用のํ性

基本構想
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③自然的土地利用
観を形成している台地ԑ辺部のࣼ໘緑地や，Տ川，ため池などの水辺等についܠな環境やྑ　

ては，保全・整備に努めるとともに，市民のܜいやレクリエーションの場としての活用を図ります。

　また，海؛地域については，豊かな自然環境の保全・活用に努めます。

土地利用の方針図

ຌ　　例

住地

த高住地

ෳ合市֗地

業ɾ業地

産業ܥෳ合市֗地

業地

ӹ施ઃ地ެڞެ

େنなެԂ

ಛ定業地

土地利用ݕ౼κーン

優ྑな地

　地

市֗化ௐ整۠域の主な住ஂ地

主要なಓ࿏

మ　ಓ

Տ　

市֗化۠域ք

行政۠域ք

基本構想



施策の大綱と基本方針5
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　将来都市像「世քと;れあう 自立協ಇ都市　～豊かな産業と いきいきとした暮らしががる 

元気あ;れるまち～」の実ݱに向け，施策の大綱を次のとおり定めます。

͘ڧʹࡂ
҆શ҆৺ʹΒͤΔ·ͪͮ͘Γ
Ⅰ‒１　 防災力の強化
Ⅰ‒２　 防災基盤の整備
Ⅰ‒３　 治水対策
Ⅰ‒４　 危機管理
Ⅰ‒５　 消防・救急
Ⅰ‒６　 防犯
Ⅰ‒７　 交通安全

ᶗ Ͳ͕ͨͪͷͼͷͼͱ͠ࢠ
๛͔ͳਓؒੑ͕ҭ·ΕΔ·ͪͮ͘Γ
Ⅳ‒１　 地域の子育て支援
Ⅳ‒２　 母子保健
Ⅳ‒３　 幼少期の保育・教育
Ⅳ‒４　 学校教育
Ⅳ‒５　 高校・大学教育
Ⅳ‒６　 青少年育成
Ⅳ‒７　 生涯学習
Ⅳ‒８　 スポーツ
Ⅳ‒９　 芸術・文化

ᶚ

ଟ༷ͳൃ͕ۀ࢈ల͠
ʹ͗Θ͍͋;ΕΔ·ͪͮ͘Γ
Ⅱ‒１　 企業誘致と雇用の創出
Ⅱ‒２　 産業基盤の強化
Ⅱ‒３　 工業
Ⅱ‒４　 商業
Ⅱ‒５　 農業
Ⅱ‒６　 水産業
Ⅱ‒７　 観光
Ⅱ‒８　 産業の活性化

ᶘ ͢Β͗ͱ५͍ʹ͋;Ε
շదʹΒͤΔ·ͪͮ͘Γ
Ⅴ‒１　 魅力ある街並みの形成
Ⅴ‒２　 市街地整備
Ⅴ‒３　 施設等の活用
Ⅴ‒４　 土地区画整理事業
Ⅴ‒５　 道路
Ⅴ‒６　 上水道
Ⅴ‒７　 生活排水
Ⅴ‒８　 公園・緑地
Ⅴ‒９　 環境保全
Ⅴ‒10　資源循環型社会の構築
Ⅴ‒11　住宅
Ⅴ‒12　公共交通

ᶛ

ͱʹ͍͋͑ࢧ
Ӭ݈͔͘ʹΒͤΔ·ͪͮ͘Γ
Ⅲ‒１　 地域福祉
Ⅲ‒２　 高齢者福祉
Ⅲ‒３　 障害者（児）福祉
Ⅲ‒４　 健康づくり
Ⅲ‒５　 医療・疾病予防
Ⅲ‒６　 社会保障

ᶙ ຽͱͱʹาΉࢢ
ਓͱਓͱ͕ͭͳ͕Δ·ͪͮ͘Γ
Ⅵ‒１　 市民との協働
Ⅵ‒２　 市民活動支援
Ⅵ‒３　 絆の構築
Ⅵ‒４　 交流の促進
Ⅵ‒５　 男女共同参画
Ⅵ‒６　 行政情報発信・広聴
Ⅵ‒７　 情報通信
Ⅵ‒８　 効率的な行財政運営
Ⅵ‒９　 広域連携

ᶜ

基本構想
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　災害時の市民生活の安全確保へ向けて，災害時の

情報伝ୡ体制を確保するなど，様ʑな観点から災害

への備えにສ全を期すとともに，自主防災会や民生委

員・児童委員，関係機関と連携をີにしながら，ආ

難行動要支援者の支援体制の構築など，ߋなる防災

体制の強化に努めていきます。

　東海第ೋ原発への対応としては，「原発所ࡏ地域」

として，周辺自治体と連携しながら，事業者やݝに対し，原子力安全協定のൣғ及び権限の

拡大について見直しを求めていきます。あわせて，域的なආ難のあり方やۓ急時の対応に

ついて，ݝ及び関係市町村と連携のもとे分な検討を行いながら取り組みます。

災害に強く  安全安心に暮らせるまちづくりⅠ

　平成23年３月11日に発生した౦日本େ震災は，ࠃ؍ଌ࠷্࢙େの地震と，ݪ子力

をもたらしました。本市でࠔ࿅とࢼにେきなࠃがෳ合したະિ༗の災害となり，わがނࣄ

は震度６ऑをهし，ݐの全յ，ಓ࿏のُ྾やؕ，্ Լਫಓ，খɾதֶߍ，εϙーπɾ

จ化施ઃをはじめとしたެڞ施ઃのଛյなどが生じ，ಹՑືや平үなどのԊ؛地域にお

いては，ԡしدせたによりՈ，ڕ，ߓړ市場などがਁਫɾଛյするなど，市全域で

ਙେなඃ害をこうΉりました。　

　市では，ʮ地域のឺをいかした災害にڧいまちづくりʯを目ඪにʮひたちなか市෮ܭڵ画ʯ

にجづき，震災Ҏલにも૿してؾݩなひたちなか市を目ࢦし，෮چ，෮ڵへのาみをண࣮に

進めてきました。今後，टԼ地震や౦ೆւ地震が発生するՄ性も༧ଌされ，また，

ۙ年ではہॴ的な߽Ӎもස発しているத，市民の生໋と財産をकるため，防災ɾݮ災そし

て災害への備えにສ全をظす必要があります。また，本市は全域が౦ւ第ೋݪ発のݪ子力

防災対策を重的にॆ࣮すべき地域（61;）のൣғとなる3�ᶳݍにҐஔすることから，

ສҰの場合のආ体੍の整備をはじめとした，ݪ発ॴࡏ地域としての対応を進めていく

必要があります。

　また，高齢化の進展により，高齢ऀが関するަ௨ނࣄや高齢ऀがඃ害ऀとなる൜ࡑ

も૿加しており，防൜ύトϩーϧなど地域が取り組Ή活動をࢧԉするなど，Ҿきଓき地域と

࿈ܞしながら，ަ ௨安全対策や防൜対策に取り組み，安全安心なまちづくりにめていく

必要があります。

1ɹ災ྗのڧ化

基本構想
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�ɹ災基൫の整備

�ɹ࣏ਫ対策

�ɹػةཧ

�ɹফ・ٸٹ

�ɹɹ൜

　津や原子力事故をはじめとした災害のࡍに，安全・ԁにආ難するための経路となる道

路等を整備します。また，災害時のආ難所となる学校施設の震化や震性の高い水道施設

へのߋ新など，防災基൫の整備を推進します。

　急速な都市化の進展にうਁ水ඃ害を解消するため，雨水幹線の整備及びその流入先とな

るՏ川の改修を計画的に推進するとともに，中ؙ川については，ݝの実施する多目的༡水地事

業と調整を図りながら，水性中ԝ公園を整備します。

　また，台෩などによる大規な水害や津・高ைによるඃ害を防ࢭするため，那珂川の築అ

やԊ؛部の高ை対策を促進します。

　幅い地域に大きなඃ害が及ぶおそれのある新しいײછや大規な事件・事故などの

発生に対して，平素から備え，予防に取り組むとともに，ສ一発生したࡍには，ඃ害を最小限に

食いࢭめ，ద切かつ速やかに対応できる体制づくりに努めます。

　災害やۓ急時にਝ速かつ的確に対応するため，東海村

との域消防・救急体制のߋなる充実強化を図るととも

に，消防団とີۓに連携し，地域にີணした消防体制づく

りに努めます。また，Ր災を未然に防͙とともにඃ害をܰ減

するため，地域や家ఉの防Ր意識のܒ発に取り組むととも

に，住用Ր災ܯ報器の設置を促進するなど防Ր対策を

推進します。

　さらに，救命率の向上を図るため，応急手当法やＡ̙̚

のී及ܒ発，バイスタンμーの育成に努めます。

　防犯パトϩールなど地域が取り組む防犯活動を支援するとともに，防犯灯の設置や維持・管理

を促進するなど，犯ࡑのないまちづくりに努めます。

　高齢化，֩ 家族化の進行にい増加が予想される空き家への対応については，「空家等対策

の推進に関する特別ા置法」及び本市ಠ自の条例に基づき，所有者へのద正管理の指ಋや

基本構想



20

�ɹަ௨҆શ

事前૬ஊ，安全対策，利活用の促進等に取り組みます。

　また，多様化，ෳࡶ化する消費者トラブルやٗなどの犯ࡑඃ害を未然に防ࢭする取組や

૬ஊ体制の充実を図ります。

　Χーブミラー，防護ࡤなど交通安全施設

を設置し，通学路や生活道路の安全性を確

保します。また，自動 ・ं自転ंの運転者や

子どもを対とした交通安全教育を推進す

るとともに，交通事故の加害者・ඃ害者とな

ることが多い高齢者の交通安全対策の強化

に取り組みます。

基本構想



�ɹ産業基൫のڧ化
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　関東自動ं道をはじめとする域幹線道路網や茨城ߓ常陸那珂ߓ区など本市の地理的優

位性を活かして企業立地を推進し，雇用の場の創出や拡大を図ります。また，公共職業安定所など

と連携し，安定的な雇用の確保や情報提供に努めるとともに，市内や近ྡ自治体に立地する高

等学校，立地企業等と連携して地元雇用を促進するなど，職住近のまちづくりを推進します。

　本市の産業の発展をݗҾする茨城

なߋ区の取ѻ՟物量のߓ常陸那珂ߓ

る増加を図るため，国内外のポート

セールス活動，首都ݍや関東自動ं

道Ԋ線の企業等を対にしたセミφー

の開催などを通じてߓの利用を促進

します。また，建設機ցや成自動ंの༌出等に対応するため，؛นや;頭などの整備や，ߓ

区内のの静Ժ度を確保する防అの整備を促進します。

　さらに，ひたちなか地区への物流の増加を図るため，東関東自動ं道水戸線など域的な

交通網の整備を促進します。

1ɹا業༠கͱޏ用のग़

　本市は，業をத心として発展をଓ͚てきたʮものづくりのまちʯであり，ଟくの優れ

たٕज़がग़されてきました。これに加えて，日本Ұの生産ྔをތるʮほしいもʯをத心と

する業，ݹくからӫえるਫ産業，年ؒ15�ສਓが๚れるおさかな市場やඒしいւ؛ઢな

ど๛かな地域ݯࢿを活かしたޫ؍業など，ଟ種ଟ༷な産業がࠜいています。ۙ 年はҵ

の整備が進み，関౦自動ंಓが全ઢ։௨するなどަ௨インフラの整備۠ߓৗಹՑߓ

が進んだことから，ひたちなか地۠においてはଟくの企業がཱ地し，産業のूੵが進んで

います。

　本市のܙまれた地ཧ的優Ґ性を࠷େݶに活かし，企業༠கに取り組み，৽たなޏ用を

ग़するとともに，本市のଟ༷な産業が࣋ଓ的に発展するよう，産業ج൫のڧ化や，産業を

৽たな୲いखのҭ成にめるなど，৬住ۙのまちづくりに取り組Ή必要が，ࡐえるਓࢧ

あります。また，本市の๛かなݯࢿޫ؍を࠷େݶに活かし，ެ の整備などとܥ௨体ަڞ

合わせて，ަ ྲྀをさらにਪ進し，に͗わいのग़に取り組Ή必要があります。

多様な産業が発展し  にぎわいあふれるまちづくりⅡ

基本構想
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�ɹɹ業

�ɹਫ産業
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　社会経済情の変化など企業を取りרく環境の変化にద確に対応することができるよう，

ひたちなかテクϊセンターなどの産業支援機関と連携し，市内中小企業の生産技術の向上，

人ࡐ育成，新製品開発，創業支援，ൢ 路開等を支援するとともに，茨城工業高等専門学校な

どとの産学連携により，新製品開発や技術者の育成，新規ଔ業者࠾用等による優秀な人ࡐ

の確保等を支援するなど，企業ڝ૪力を強化します。また，制度༥資の充実を図り，経営の改

善や生産設備の整備を促進しながら，経営基൫の強化を図るとともに，企業が事業の拡大に

当たりҾき続き市内にԁに立地できるよう，企業動向，ニーズにଈした支援を実施します。

　多様化する消費者ニーズに対応した地域商業のৼڵを図るため，新たな٬ސの確保やൢ路

の拡大に向けた支援を実施し，経営力の向上を図ります。また，商工会議所が取り組むコミュニ

ティ交流サϩンの運営，名産品の開発やൢ路開を支援するなど，商店街及び商業の活性化

に取り組むとともに，まちづくり会社と連携しながら，商店街のに͗わいの創出や空き店ฮを活

用した創業活動を支援します。さらに，市内の産業支援機関と連携し，創業に関する૬ஊ体制

や支援制度の充実を図るとともに，উ田駅，佐和駅，那珂湊駅を中心とする市街地において

は，それぞれの特性を活かした商業ڌ点の形成を図ります。

　農業の担い手不足に対応するため，後ܧ者や新規就農者の確保・育成に努めるとともに，

作์棄地を活用するため，農地のିしआりの介などを行う農地中間管理機構に指定されߞ

た「茨城ݝ農ྛৼڵ公社」と連携しながら，認定農業者など規拡大に取り組む農家への農地

の集積・流動化に努めます。

　また，ݝ営ാ地帯総合整備事業により，中ࠜߥ谷地区においては農道や用ഉ水施設を整備

するとともに，整備が了した東中ࠜ地区と合わせ，今後国営那珂川Ԋ؛水利事業により供給

される農業用水を活用しながら，ാ地の生産性向上に取り組みます。日本一の生産量をތる

「ほしいも」については，付加価や品質の向上，PRなどにより他産地とのࠩ別化を図りなが

ら，地域ブランυ化を推進します。

　安全安心な水産物の供給に努めるとともに，漁業協同組合をはじめとする関係団体を支援

するなど，経営の安定化を図ります。また，水産業を維持・発展させていくために，漁場環境

を維持，保全し，担い手を確保・育成するとともに，地産地消やڕ食ී及の取組を進めます。

基本構想
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さらに，全国一の加工量をތるタコのブランυ化を支援するとともに，漁業協同組合などが地

の加工ൢ売や新たな加工品の開発・研究を支援ڕ加工ൢ売施設等を活用して行う，未利用ڕ

するなど，６次産業化に取り組みます。

　美しい自然ܠ観，国営ひたち海公

園などの観光施設，࢙・名উ，祭りや

伝౷文化などの観光資源を，地域の食

やイϕントなどと結びつけ，ひたちなか

海鉄道湊線をはじめとした公共交通

機関とも連携しながら，道の駅など地元

産品等のൢ売ڌ点の整備を検討するな

ど，回༡性のある観光ネットワークづくりを推進します。

　また，テレビ̢̘の์映やソーシϟルネットワークの活用など戦略的な情報発৴を行うほか，

観光ボランティアを育成し，おもてなしの心による地域にࠜࠩした観光ৼڵを図るとともに，

く海外からの観光٬へ対応するため，公ऺ無線-ANエリアを拡大するなど，交流人口の

拡大に積極的に取り組みます。

　産業交流フΣアやみなと産業祭の開

催などを通じて，市にࠜ付く幅い産業

や企業活動等についてく周し，市民

や企業，団体などの交流を推進します。

また，新製品・新技術等を国内外の展

示会等に出展する企業を支援します。

基本構想
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　わがࠃのਓޱは，平成2�年Ҏ߱ݮ少をଓ͚ています。本市のਓޱはこれまで؇やかに

૿加してきましたが，૿ 加の෯はঃʑにখさくなり，ਓݮޱ少のہ໘にさしかかってい

ます。少子高齢化の進展にい，հޢが必要となる方や生活श׳පにかかる方が૿加す

るとともに，ひとり暮らしの高齢ऀや高齢ऀのみのੈଳもますます૿加することが༧ଌさ

れます。

　市民୭もが，できるݶり住み׳れた地域で安心して生活をૹっていくことができるよ

う，ਓʑがՈや地域のឺで݁ばれ，ޓいにࢧえ合う地域社会の࣮ݱを目ࢦします。あ

わせて，生֔を௨じて݈߁で心๛かに暮らすことができるよう，地域と࿈ܞしながらؾݩ

Ξッϓ体ૢをීٴするʮときめきؾݩक़ʯを։࠵するなど，݈ ༧防に取り組ޢづくりやհ߁

みます。

　また，高齢化にい，ҩྍへのध要の૿加が༧ଌされることから，本市のத֩ҩྍ機関

である日ཱ࡞ॴひたちなか総合පӃをத心としたҩྍ体੍のߏஙにめるとともに，

୭もがいつでも安心してҩྍをड͚ることができるよう，ҩࢣの֬อに取り組みます。

1ɹ地域ࢱ

�ɹ高齢ऀࢱ

　保健，医療，福祉の総合的な連携によ

り，住み慣れた地域の中で安心して生活

するためのきめࡉかな福祉施策を展開す

るとともに，市民が自主的に運営する交流

サϩンなどのボランティア活動の支援や福

祉団体の育成に努め，地域で暮らす住民

同士が気ܰに交流することができる環境

づくりを推進します。

　高齢者が住み慣れた地域で安心して生活することができるよう，介護サービス基൫の整備

や，地域のニーズに合った介護予防の充実，小地域ネットワーク事業の推進など，介護・福祉

サービスの充実に努め，おとしより૬ஊセンターを中心として関係機関との૬互連携を図り

ながら，地域แ括ケアシステムの構築を推進します。また，࣬ 病を抱えてもできる限りࡏで

過ごすことができるよう，ࡏ医療体制の充実や，医療，介護，福祉の૬互連携に努めます。

ともに支えあい  末永く健やかに暮らせるまちづくりⅢ

基本構想
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�ɹো害ऀʢࣇʣࢱ

�ɹ݈ͮ͘߁Γ

　障害のある方が自らの希望する場所で自立した生活を送ることができるよう，地域生活支援

事業や障害福祉サービスの提供に努めます。また，ద切なサービスを利用しながら地域におい

て自立して生活できるよう，૬ஊ支援事業所を中心とした関係機関による૬ஊ支援体制の

充実を図り，就労や社会参加を支援します。

　健康ण命をԆ伸し，生֔を通じて健康で生き

がいのある生活を送ることができるよう，地域の

健康づくりのリーμーとなる食生活改善推進員や

保健推進員，元気アッϓサポーターと連携し，食

生活の改善や元気アッϓ体ૢのී及などによる

健康づくりを推進します。

　本市の中֩医療機関である日立製作所ひたちなか総合病院による救急医療や高度医療に

係る医師確保を支援するとともに，病院とかかりつけ医の連携を推進します。ٳ日や間の

救急医療体制については，医師会や薬ࡎ師会と連携しながらٳ日間療所を運営するとと

もに，日立製作所ひたちなか総合病院による

小児救急の運営等を支援します。

　さらに，病，高݂圧，ࢷ質ҟ常な

どの生活習慣病やがんなどの࣬病を予防，

ૣ期発見するため，特定健康査や֤種健康

査のड率向上に取り組むとともに，特定

保健指ಋをはじめとした事後指ಋを強化し

ます。

　国民健康保険や後期高齢者医療制度における医療給付，介護保険などにおける介護サー

ビス給付等のద正化に努めるとともに，年金制度のී及ܒ発や૬ஊ業務を実施します。また，

生活保護については，ద正な給付を行うとともに，関係機関と連携しながら自立・就労支援を

強化します。

�ɹҩྍ・࣬ප༧

�ɹࣾձอো

基本構想
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　本市が活力のあるまちとして࣋ଓ的に発展していくためには，子ҭてを行うएいੈへの

ԉをॆ࣮し，ະདྷを୲う子どもたちがいつまでも本市に住みଓ͚ることができるまちづくりࢧ

に取り組んでいく必要があります。そのためには，৷ɾग़産ɾ子ҭてのؒظを௨じてれ目

のないࢧԉを行い，安心して子どもを生みҭてることのできる環境を整える必要があります。

社会ࡁܦ情のม化にい，Ոܗଶのม化や就࿑ܗଶのଟ༷化など，子どもや子ҭて

Ոఉを取りרく環境はେきくม化していることから，ଟ༷なχーζに応じたอҭサーϏεの

ఏ供にめるとともに，อऀޢのҭࣇ不安やཱݽ感など༷ʑなみをղফするため，

૬談ࢧԉ体੍のڧ化に加えて，子ҭてੈがޓいに;れあうことのできる場を֬อする

など，地域のឺのதで子どもが成できる環境づくりを進めます。

　また，市の༮ஓԂ，খɾதֶߍ，高ֶߍや高ઐֶߍに加えて，पล市にはେֶ

などもଟくཱ地しており，子どもたちが成に応じてڭҭをड͚る環境が整っています。

しかし，少子化にい，ֶ 化が進行しつつある地۠もあることから，子どものنのখߍ

݈全な成にとって࠷も望ましいڭҭ環境づくりを行うことをج本に，খɾதֶߍのنの

దਖ਼化をਤるとともに，খதҰ؏ڭҭのಋ入をݕ౼する必要があります。さらに，少子化や

֩Ո化など社会情のม化により，ֶ ҭをめ͙る環境がେきくม化していることڭߍ

から，子どもたちがのͼのͼとֶशできる環境づくりを進めるとともに，ҰਓҰਓのࣄ情に

ଈしたదな૬談，ࢦಋを行える体੍のཱ֬をਤる必要があります。

　また，੨少年の݈全なҭ成をਤるため，関機関と࿈ܞし，૬談ࢦಋ体੍のॆ࣮をਤると

ともに，市民のଟ༷なֶशχーζにଈした生ֶ֔शの機会のఏ供にめます。

1ɹ地域の子ҭͯࢧԉ

　子育て中の子が集い交流を図ることのでき

る場の拡充など，子どもを生み育てやすい環境づ

くりに努めます。また，フΝミリー・サポート・セン

ター事業を推進するとともに，子育てサϩンなど

地域の子育てへの取組を支援します。

　子どもや妊産්の医療費や不妊治療費などに対するॿ成を行うとともに，健康査や育児

૬ஊを実施するなど子が健やかに成長するために必要な支援を切れ目なく行います。

�ɹ子อ݈

子どもたちがのびのびと成長し  豊かな人間性が育まれるまちづくりⅣ

基本構想
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　保育サービスについては，障害児の保育，Ԇ長保育や一時預かり，病児・病後児保育などの

。なる充実を図りますߋ

　༮児教育については，༮ஓ園において子育てに関する講ԋ会や研修会，༮児教育૬ஊを実

施するなど保護者の子育てを支援すると

ともに，防犯・防災教育の充実を図りま

す。また，公立༮ஓ園の役割やあり方につ

いて検討するとともに，園児が小学校での

学習や生活にスムーズに対応できる環境

づくりに努めます。

　特別な支援が必要な༮児・児童・生ె

については，一人一人の状態に応じたద切

な支援・指ಋを実施するとともに，発ୡに心配のある子どもへの支援については，みんなのみ

らい支援ࣨにおいて，保護者や教་への૬ஊ支援や講習会を行うなど，子どもたちが日常生活

をスムーズに送り，健やかに成長できる環境づくりに努めます。

　さらに，保護者の就労を支援するため，小学生の์課後，長期ٳ業期間中の安全な居場所

となる学童クラブの充実を図ります。

　小・中学校においては，児童・生ె一人一人に，確かな学

力，豊かな心，健やかな体を育み，将来の社会生活を主体

的に切り開いていける「生きる力」をཆうため，研究推進校

事業やティーム・ティーνンάなどを通して，学習環境の向

上に努めるとともに，地域と連携をਂめながら，特৭ある

学校づくりに取り組みます。また，いじめや不ొ校などの課

題に対応するため，教育૬ஊ活動の充実を図り，学校生活

を支援します。

　小・中学校のద正規化については，児童・生ెの育成に最もదした環境づくりという観点

から，地域の声をे分にฉきながら進めていきます。

　本市内།一の高等教育機関である茨城工業高等専門学校と，産業ৼڵ，防災，生֔学習な

ど幅い分における連携を推進するとともに，周辺都市の高等教育機関等とも幅く連携

�ɹ༮少ظのอҭ・ڭҭ

�ɹֶڭߍҭ

�ɹ高ߍ・େֶڭҭ

基本構想
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�ɹ੨少ҭ

し，地域課題の解決や地域の活性化，人ࡐの育成に努めます。また，ものづくりや医療・福祉

分などにおける若い人ࡐを育成する新たな高等教育機関の誘致等に努めます。

　次代を担う青少年の健全な育成を図るため，

地域や関係機関と連携しながら，指ಋ・૬ஊ体制

を充実するとともに，高校生会，子ども会育成連

合会，ボーイスΧウトなどの青少年団体の活動を

支援します。

　市民の生֔にわたる自主的なまなびを支援するため，市民大学をはじめとした学習活動の

機会づくりや情報提供に努めます。

　また，図ॻؗについては，本にしむ環境づくりを推進するとともに，建ସえを進めます。

　উ田全国マラソン大会，ࡾ駅伝ڝ走大会

をはじめ，健康の増進，市民及び参加者૬互の

交流の促進にもつながる֤種スポーツ大会を

積極的に開催，誘致するなどスポーツのৼڵを

図ります。また，健康づくり，いきがいづくりの

観点から市民スポーツの場の整備等に努める

とともに，スポーツ団体や指ಋ者の育成，支援

を推進します。また，茨城国民体育大会や東京

オリンϐック・パラリンϐックの開催をܖ機とし

て，生֔を通じてスポーツにしむ環境のߋな

る充実を図ります。

。土の伝౷ܳ能を次の世代へ伝えるため，児童・生ెがؑ，体験する機会を創出しますڷ　

　また，ދ௩ݹや那珂湊反ࣹをはじめとする本市の貴重なྺ࢙的資源の保護，活用を

図るとともに，その魅力をく発৴します。

基本構想
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　本市のܙまれた自然環境を保全しなが

ら，շదな生活環境を確保し，டংあるまち

づくりを行うため，市街化区域，市街化調整

区域の区域区分や用్地域をద正に設定し

ます。また，地区計画制度を活用するととも

に，建築協定・緑地協定の締結を促進し，ྑ

観形成を図りながら，総合的かつ計ܠな

画的な土地利用を図ります。

　本市は，高度ࡁܦ成ظにお͚るਓ૿ޱ加と地ध要をഎܠに，土地۠画整ཧࣄ業を

ެ，的にਪ進するとともに，ಓ࿏ۃੵ Ԃ，ֶ インフラを整備し，շదで利ศ性のڞなどެߍ

高い市づくりをਪ進してきました。これらのެڞインフラのଟくは，ಉظ࣌に整備され，

Ұ੪にٺ化が進みつつあることから，ܭ画的にิमɾ改मを行っていく必要があります。

また，これらの市ج൫の整備にい，市֗地の֦େが進みましたが，߱ Ӎ࣌のதখՏ

の൙ཞ，ཧされていないۭきՈの૿加，৽たな՝題に対ॲする必要が生じています。

ひたちなか地۠においては，ࠃ営ひたちւެԂのイϕント࣌などではަ௨ौが՝題と

なっているほか，ত௨りԊいのʮ市ηンターʯのΤϦΞにおいてはେܕ業施ઃがա度

にूੵし，本དྷのܭ画とはҧった࢟になりつつあります。

業は，地ՁのԼམや，地ध要のࣄには先進的な取組であった土地۠画整ཧ࣌࢝業։ࣄ　

ެ，がେ෯にѱ化していることからࢧ少などにより，ऩݮ 業を優先しながらࣄ性の高いڞ

全体ࣄ業අを੍することをج本に，ൈ本的なܭ画の見しをҾきଓき進めていく必要が

あります。

　উాӺ౦࠶ޱ։発ࣄ業などにより，市環境の্がਤられてきたத心市֗地の整備

については，ా，ッ野地۠の土地۠画整ཧࣄ業を進めるとともに，まちづくり会社とも

࿈ܞしながら，市機の࠶ฤ，ॆ ࣮に取り組みます。

的ۃ௨については，εϚイϧあおぞらόεの運行やືઢのଘଓ，利用ଅ進などにੵަڞެ　

に取り組んでいるとこΖです。今後，ߋなる少子高齢化の進展にい，高齢ऀをத心とする

ަ௨ऑऀの૿加が༧ଌされることから，これまでҎ্にެަڞ௨のॆ࣮にめるとともに，

まちづくりとҰ体となった総合的なެަڞ௨体ܥを整備する必要があります。

1ɹັྗ͋る֗ฒみのܗ

やすらぎと潤いにあふれ  快適に暮らせるまちづくりⅤ

基本構想
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�ɹಓɹ࿏

�ɹ土地۠ը整ཧࣄ業

�ɹ施ઃの活用

�ɹ֗ࢢ地整備

　উ田駅周辺の中心市街地や那珂湊地区，佐和駅周辺地区については，本市のڌ点地区とし

て，公共機関や商業・医療などの生活機能，交通結અ機能をはじめとする都市機能について，

それぞれの地区の特性に応じた誘ಋや，土地区画整理事業による市街地の整備を進めます。

　中心市街地の整備については，本市の中֩医療機関である日立製作所ひたちなか総合病院

を֩としたまちづくりを基本として，バリアフリーに対応した歩道など安全安心な歩行空間の

整備に取り組みます。また，生֔学習センターや青少年センターなど老ٺ化しつつある市の公

共施設などの都市機能を再編・集約し，子育て支援など新たなニーズにଈした機能をಋ入する

とともに，まちづくり会社とも役割分担を図りながら中心市街地のまちづくりを進めます。

　ひたちなか地区においては，まちづくりの観点から将来を見据えた土地利用を図るととも

に，国営ひたち海公園や茨城ߓ常陸那珂ߓ区の整備を促進します。

　公共施設等の再編・整備・建ସえについては，利用状況やニーズを調査し，バリアフリー化

の促進など誰もがいやすい機能の充実にも配ྀしながら，計画的な維持管理や補修・改修

を行います。

　また，公共施設の再編等により用్が廃ࢭされた施設や未利用地については，地域からの意

見もいただきながら，市民サービスの向上，地域活性化などの観点から利活用を検討します。

状道路の活用，家Ҡ転のॖ減等により全体事業費を抑制しながら，基幹となる都市ݱ　

計画道路や通学路，雨水ഉ水路の整備，公共交通利用環境の充実等の公共性の高い事業を

優先することを基本に，事業計画の見直しを行いながら，ط成市街地，本市のڌ点地区であ

る中心市街地，那珂湊地区，佐和駅周辺地区においてそれぞれ整備を進め，ૣ 期了を目指

します。

　国道245号の拡幅及び湊大橋の４ं線化，

道那珂湊那珂線の市ໟ交ࠩ点改ྑをはじめݝ

とする国・ݝ道の整備や東中ࠜ高場線のݝ道

昇֨などを促進します。また，和田町常陸海

公園線などの都市計画道路を整備するととも

に，一般市道については，地域の実状にଈして

基本構想
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�ɹ্ਫಓ

�ɹੜ活ഉਫ

�ɹެԂ・地

改ྑ工事などを進めます。さらに，橋ྊ等のインフラの長ण命化のための改修・補修工事を計

画的に進めます。

　安全な水を将来にわたって

安定的に供給していくため，那

珂川からの取水，ਂ 井戸によ

る地下水取水及びݝ水ड水の

３つの取水源をҾき続き確保

し，災害時のリスク分散を図り

ます。このため，東日本大震災発生時に大きなඃ害をडけた上௶ড়水場を，震性能が高く，

環境に配ྀした施設にߋ新するとともに，管路施設の震化を進め，健全な水道事業経営に

努めます。

　衛生的でշదな生活環境を確保

し，公共用水域の水質保全を図るた

め，土地区画整理事業の進や地域

の実状にଈした公共下水道の整備を

推進するとともに，下水道事業との役

割分担を図りながら，合ซ処理ড়化૧の設置費等を補ॿしී及促進に努めます。

　また，農業集མഉ水事業については，Ԛ水処理施設等のద切な維持管理に努めます。

　緑豊かな生活環境を創出するため，都市公園の整備を推進するとともに，ݝが実施する中

ؙ川の治水対策と連携しながら，水性中ԝ公園の整備を行います。

　国営ひたち海公園については，来๚

者が年間を通じて自然と;れあうことので

きる，ܜいやָしみの場となるようߋなる

整備を促進します。

　また，෩致地区や緑の保ଘ地区などの

活用により，生活に安ら͗を༩えてくれる

緑豊かな自然環境を後世に残すよう努め

ます。

基本構想



　安全でշదな生活環境を保持・確保するため，Ҿき続き水質や૽Իを測定し，事業者へ指

ಋ・ܒ発を行うなど公害の未然防ࢭに努めるとともに，Տ川や公園等の地域での清掃活動な

どの環境美化活動を促進します。

　また，ุ 地ध要に対応し，市営ุ地の整備を推進します。

　持続可能な資源॥環ܕの地域社会づくりを目指し，バイオマスなどを利用した環境負ՙの

少ない再生可能エネルギーのී及ܒ発に取り組むとともに，市民，農業者や関係団体などと連

携し，バイオマス資源の利活用に努めます。また，ごみの減量化や再資源化を推進するととも

に，不೩ごみの処理及び資源リサイクルについては，東海村と共同処理をする新たな処理施設

の整備の検討をؚめ，将来にわたり安定した処理体制の整備に取り組みます。

　市営住については，長ण命化のための改修工事を計画的に進めるとともに，用年数や

構造上の理༝から震補強がࠔ難な場合には住の用్廃ࢭを進め，それにう市営住の

不足については，民間ି住を活用した家補ॿにより対応します。

　また，地開発のద正な指ಋを図るとともに，民間と連携した住情報の提供や公的支援

制度の活用促進により，定住人口の増加を図ります。

　̧̟，ひたちなか海鉄道湊線，路線バス，スマイ

ルあおぞらバス等の連携に基づく公共交通体系の構

築を図り，公共交通の利用を促進します。

　スマイルあおぞらバスについては，交通弱者の外出

の足として，ߋなる充実を図ります。

　ひたちなか海鉄道湊線については，安全な鉄道༌送の維持確保に努めるとともに，おら

が湊道応援団や地域と連携しながら，ߋなる利

用促進を図ります。湊線のひたちなか地区方໘への

Ԇ伸については，回༡性や交流の促進，地域の活性

化などの観点から，ひたちなか地区のまちづくりと

一体的に取り組みます。

�ɹ環境อશ
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10ɹݯࢿ॥環ࣾܕձのߏங

11ɹ住ɹ

1�ɹެަڞ௨

基本構想
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　本市は，地域住民による自治会やίϛϡχςΟなどが組৫され，よりよい地域づくりを

め͟し，住民૬ޓのࢧえ合いのਫ਼ਆにより，地域の՝題を自らのखによってղܾしていく

市民力の高いまちです。平成22年に市民参画のもとにつくりあ͛たʮひたちなか市自ཱと

機に，ʮまちづくり市民会議ʯにおいては，地域の՝題ܖ本条例ʯをجಇのまちづくりڠ

ղܾに͚た自主的な取組や活動が活発に行われています。また，地域の自主的活動や

生ֶ֔शのڌについても，生ֶ֔शηンターをআく全てのެ民ؗが地域による運営に

Ҡ行し，ಛ৭ある運営が行われています。このほか，ࢱ，環境，จ化など༷ʑな分野の

ஂ体が自主的に活動しています。

　Ұ方，ۙ 年の高齢化や֩Ո化など社会情のม化により，自治会加入のԼへの

対応やひとり暮らし高齢ऀのࢧԉなど，৽たな՝題も発生しています。地域で生じた՝題に

ついては，地域と行政で࿈ܞをີにしながら，దなׂ分୲のもとにղܾ策を୳っていく

必要があります。

　行政においても，行財政改ֵに不அに取り組み，ޮ 化をਤるとともに，ݶられた財ݯを

域での取組が。൫をཱ֬していく必要がありますج画的，重的に分しながら，財政ܭ

ޮՌ的な՝題については，౦ւଜをはじめとしたपล自治体とे分にௐ整をਤりながら，

。をਪ進しますܞ域࿈

1ɹࢢ民ͱのڠಇ

�ɹࢢ民活動ࢧԉ

　まちづくり市民会議等から提ىされた課題について，市民，行政，事業者等がద切な役割

分担を図りながら，様ʑな地域課題の解決に取り組みます。あわせて，自治会，コミュニティ

組織，ボランティアやＮＰＯなど市民の自主的な活動をҾき続き支援します。

　市民の自主的で多様な活動をさらに活性化するため，自治会やコミュニティ組織などが取り

組む活動を支援するとともに，空き家等を地域の集会施設，֤ 団体の活動ڌ点などとして活用

するなど，有効利用に取り組みます。また，自治会活動のझࢫ，重要性を周・ܒ発し，自治会へ

の加入を促進します。

　少子高齢化社会のなか，家族が互いに寄り添い，子育てや介護などにおいて支え合うことが

市民とともに歩む  人と人とがつながるまちづくりⅥ

基本構想
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�ɹ情報௨৴

改めて大切になっていることから，同居等を࢝めるࡾ世代家族へ住ߪ入費用等の一部を

ॿ成するとともに，多世代交流事業を推進するなど，家族の絆をਂめる施策に取り組みます。

また，地域社会の中でのॿけ合いをਂめていくための活動を支援するなど，地域の絆の再生

に取り組みます。

　本市の魅力をく内外にアϐールするとともに，市民自らによる主体的な交流を促進するた

め，全国規のԻָやスポーツなどのビッάイϕントの積極的な誘致・支援を図り，交流人口の

増加を促進します。また，様ʑな外国の文化に৮れ

る機会を創出するなど，ҟなる文化や考え方を認め

合う多文化共生社会の実ݱに努めます。さらに，国

交流ボランティアの育成を図るとともに，外国人ࡍ

が地域社会の一員として生活しやすい環境づくりを

推進します。

　男女が社会の対等な構成員として，自らの意志に

よってಇき方や生き方を柔軟に選し，事も生活

も充実できるよう，֤ 種講࠲を開催するなどܒ発活

動を推進し，男女共同参画社会の形成に向けた意

識のৢ成を図ります。また，配偶者間等の力に対

する૬ஊを実施し，ඃ害者支援の充実を図ります。

　市報，ϗームϖージなどを通じ，市民にわかりやすい行政情報等の提供に努めるとともに，

インターネットや動画，ソーシϟルネットワーキンάサービスなどの多様なメディアを活用し，

まちの様ʑな魅力や特性をく市の内外に情報発৴し，本市の魅力度向上に努めます。

　また，個人情報の保護に配ྀしながら，行政情報の公開・公表に努めます。

　パブリック・コメントや市政࠙ஊ会をはじめとする意見交の場を幅く活用しながら，市民の

声を市政へ的確に反映します。

　情報セキュリティ対策をపఈしながら，情報通৴技術を積極的に活用し，行政運営の効率

化を図るとともに，(*4（いばらきデジタルまっ）をはじめとする誰もが自༝に利用できる公共

�ɹަྲྀのଅਐ

�ɹஉঁڞಉ参ը

基本構想
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�ɹޮతͳ行財政運営

�ɹ広域࿈ܞ

データを拡充するなど市民サービスの向上を図ります。また，̞ Ｔサポートセンターにおいて，

市民の情報活用能力の向上を支援します。

　行財政改ֵに不அに取り組みながら，限られた財源を計画的，重点的に配分することにより，

効果的効率的な行政運営を図るとともに，企業誘致や市੫収ೲ率の向上などにより自主財源

を確保しながら，自立した財政基൫の確立に努めます。

　行政サービスの向上等の観点から共同処理する

ことが望ましい業務や，本市୯ಠでは解決がࠔ難

な課題について，２市１村の合ซ構想を౿まえた東

海村との連携をはじめ，ݝԝ地区などの周辺自治体

との域連携に取り組みます。

基本構想




